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１．はじめに  

 長野県伊那市高遠地域は、風光明媚な風土や

タカトオコヒガンザクラの樹林、高遠石工の石

造物など独創性ある地域資源を有している。そ

の中でも、高遠石工とその石仏は地域の歴史的

価値を高め、観光資源としても魅力的な文化財

であると考える。しかし、高遠石工の存在は、

高遠町民には周知されているが、長野県民を始

め、県外観光客からみると認知度が低いのでは

ないかと考える。また、高遠石工の石造物のデ

ジタルアーカイブ化への取り組みがほぼ行わ

れていない。石造物は経年劣化や自然災害によ

り、石工達の活動や石造物そのものが損傷また

は喪失するリスクが高いと考える。 

 そこで、本研究では主に高遠石工への興味を

県内外で喚起することと、地域文化財の保存と

普及を目的とし、高遠町を中心に、長野県南信

地方の上伊那地域に現存する石造物の撮影を

行いデジタルアーカイブを作成する。また、高

遠石工の作品がどのようにして江戸時代の社

会や文化等に寄与したのか歴史を明らかにし、

今に残る石造文化財が現代の地域社会にどの

ような影響を与えているのか調査し、アーカイ

ブすることの意義について考察する。 

 

２．研究の方法  

はじめに、研究対象である、高遠石工と名工

と呼ばれた守屋貞治に関する資料を収集し文

献調査を行う。石工誕生背景、石仏の種類、表

現技法など、基本的な情報を調査し、その起源

と現在までの変遷を辿りながら、当時の地域信

仰や生活を考察する。表現技法については、守

屋貞治の作品と人柄を深堀し、どのような特徴

があるのか調査する。文献調査で分かったこと

をまとめ、分析する。 

次に、高遠町と上伊那地域に現存する石仏

（写真１）、道祖神、庚申塔、供養塔などの撮

影を行い、または関連施設を訪問し情報や資料

を収集し記録する。 

 収集したデータをもとに、地域学習や観光資

源として利活用でき、石工への興味喚起を図れ

るようなWebページの制作を行う。 

 
写真１ 建福寺 守屋貞治作の石仏 

 

３．研究の結果（考察等） 

高遠石工とは、江戸時代に信州高遠を拠点に

全国で活躍した石材加工の職人集団のことで

ある。活躍した時代背景には、高遠藩による出

稼ぎ石工の奨励、民間信仰が盛んになり造立が

活発化したこと、高遠藩領では良質な石材が豊

富であったことなどが挙げられる。また、収集

した資料を、所在地や石仏の種類ごとに整理す

ると、それぞれの地域ごとに民間信仰や石造物

の特色が捉えることができた。多量の石造物が

造立されていることから、当時の庶民の信仰心

が強いことが分かった。  

撮影方法としては、対象とする石仏の全体像

を前後左右の4方向と、碑文や台座、持物、印

相、石仏の表情を部分的にクローズアップして

撮影し、石仏1体1体の特徴や魅力が伝わるよう

意識をしつつ、一眼レフカメラを使用し静止画

で記録を行った。ただし、崖や川付近に安置さ

れ、格子に囲まれている石仏については正面と

斜め左右の3方向から撮影を行う。 

 

４．おわりに 

現在、約165体の石造物の撮影が完了してい

る。今後も撮影を進めるとともに、Webページ

の制作も行う。そして、文献調査した結果から、

これらの石造物が現代の人々にどのような影

響を与えているのかを考察する。 
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